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まえがき 

 

社団法人電波産業会は、無線機器製造者、放送機器製造者、電気通信事業者、放送事業

者、その他利用者等の参加を得て、各種の無線通信設備、放送送受信設備に係わる基本的な

要件を「標準規格」または「技術資料」として策定している。 

 

技術資料は、国の定める技術基準として民間の任意基準をとりまとめた標準規格を踏ま

えて、各種の無線通信設備、放送送受信設備の適正品質、互換性の確保を図る為、当該設備

に関する測定法、試験法、その他の運用上のガイドラインを民間の規格として具体的に定め

たものであり、策定段階における公正性及び透明性を確保する為、広く無線機器製造者、放

送機器製造者、電気通信事業者、放送事業者、その他の利用者等の参加を得た当電波産業会

の規格会議の総意により策定されたものである。 

 

本技術資料の作成に至るまでの経緯は概略以下のとおりである。 

 

電気通信技術審議会は郵政省より平成９年５月諮問第９２号「ＦＭ放送局の置局に関す

る技術的条件」を受け、平成１０年４月に当該諮問に対する答申を提出した。 

今回の技術的条件に関する２８年ぶりの見直しは、昭和４４年にＦＭ放送が実用化され

た当時と現在のＦＭ放送の送受信を取り巻く環境の変化に対し、現状に見合うべく行われた

ものである。 

 

本技術資料は、この度の電気通信技術審議会答申「ＦＭ放送局の置局に関する技術的条

件」の中のＦＭ受信機に関しての規格に対し、実際に市場で使用されているＦＭ受信機の性

能の調査を行ない、答申規格を満足するための望ましいＦＭ受信機の内容を具体的にまとめ

た物である。 

 

今後の受信環境の変化に呼応するＦＭ放送局の置局はこの度の答申に基づくこととされ

ているが、その際の想定受信機としては答申中の「ＦＭ放送評価用の受信機の新規格」を満

足する性能を持つ受信機である。 

従って、既存のＦＭ放送局及び新たに設置されるＦＭ放送局を受信環境の変化において

正常に受信する為には、この新規格以上の性能を持つ受信機が所望される。 

 

本技術資料が、無線機器製造者、放送機器製造者、電気通信事業者、放送事業者、その

他利用者等に積極的に活用される事を希望する。 



 



 
ARIB TR－B11 

 

 

目 次 

 

 

まえがき 

 

第 1 章 目的 ·································································· 1 

第 2 章 適用範囲 ······························································ 2 

第 3 章 ＦＭ放送置局評価用の受信機の新規格····································· 2 

第 4 章 規格項目についての調査結果及び解説····································· 4 

４－１ 測定条件 ···························································· 4 

４－２ ＦＭ放送受信機の性能調査結果 ········································ 5 

４－３ 規格項目毎の調査結果及び解説 ········································ 6 

４－３－１ 外部空中線入力端子及びインピーダンス··························· 6 

４－３－２ 中間周波数 ···················································· 7 

４－３－３ 局部発振周波数················································· 8 

４－３－４ 局部発振周波数の漂動··········································· 9 

４－３－５ －３ｄＢリミティング感度······································ 10 

４－３－６ 感度差 ······················································· 11 

４－３－７ 実効選択度特性················································ 12 

４－３－８ 信号対雑音比を規定した時の所要最小入力························ 14 

４－３－９ 左右分離度 ··················································· 16 

４－３－１０ ２信号スプリアスレスポンス·································· 18 

４－３－１１ ＲＦ相互変調妨害比·········································· 20 

４－３－１２ キャプチャレシオ············································ 22 

第 5 章 規格を満足する為の回路構成の一例······································ 24 

解 説 ······································································· 27 

付 録 ······································································· 28 

１ セラミックフィルタ特性 ··········································· 28 

２ バンドパスフィルタ特性 ··········································· 30 

 

改定履歴表 


	ARIB TR-B11_1.1版
	まえがき
	目 次
	第1 章 目 的
	第2 章 適用範囲
	第3 章 ＦＭ放送評価用の受信機の新規格
	第4 章 規格項目についての調査結果及び解説
	４－１ 測定条件
	４－２ ＦＭ放送受信機の性能調査結果
	４－３ 規格項目毎の調査結果及び解説
	４－３－１ 外部空中線入力端子及びインピーダンス
	４－３－２ 中間周波数
	４－３－３ 局部発振周波数
	４－３－４ 局部発振周波数の漂動
	４－３－５ －３ｄＢリミティング感度
	４－３－６ 感度差
	４－３－７ 実効選択度特性
	４－３－８ 信号対雑音比を規定した時の所要最小入力
	４－３－９ 左右分離度
	４－３－１０ ２信号スプリアスレスポンス
	４－３－１１ ＲＦ相互変調妨害比
	４－３－１２ キャプチャレシオ


	第5 章 規格を満足する為の回路構成の１例
	解 説
	付 録
	１．セラミックフィルタ選択度特性
	２．バンドパスフィルタ選択度特性

	改 定 履 歴 表




